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関節リウマチによる上位頸椎病変に対する後頭
骨頸椎後方固定術後の治療成績
（整形外科学）
○小坂　泰一、西山　　誠、遠藤　健司
　田中　　恵、駒形　正志、山本　謙吾
【目的】　関節リウマチ（以下RA）の上位頚椎病変に
対し、後頭骨頸椎後方固定術後の治療成績について検
討した。
【対象と方法】対象はRA上位頚椎病変の患者8例
である。頚椎病変は環軸椎関節亜脱臼（以下AAS）に
垂直脱臼（以下VS）を伴うものは5例、　AAS単独3
例であった。男性1例、女性7例、手術時年齢は48歳
から75歳平均60．6歳。平均経過観察期間は約4年8
カ月である。病型分類はMUD：4例、　MES：3例、
LES：1例、手術時間は2時間30分から3時間30分
平均2時間46分、出血量は134gから1，369g平均578
gであった。治療方針はAAS単独にては整復状況に
より、Marge1法にBrooks法を併用したC1－2椎間固定
を中心に施行、整復不能例はShort　fusionによる後頭
骨頚椎固定を施行した。VSを伴うものには基本的に
Instrumentを併用した後頭骨頚椎固定術を施行した。
【評価項目】臨床評価はRanawat評価を、　X線計測
はADI、　Ranawat値、　SAC、0－C2角をそれぞれ術前、
術直後、調査時と計測した。
【結果】Ranawat評価によると、神経症状は改善5
例、不変3例、頚部痛は改善6例、不変2例であった。
X学的評価では、ADIに関しては術前8．83　mmが術
直後4．94mm、調査時5．0であり、術前と術直後及び調
査時にて有意差が認めれらた。Ranawat値は術前9．6
mmが術後10．7　mm、　SACは術前12．2　mmが術後13．4
mm、0－C2角は18．6．が18．7．であり、術後下位頚椎の
軸椎下亜脱臼は1例であった。
【結語】RAによる上位頚椎病変に対する後頭骨頸
椎後方固定術後の治療成績について報告した。経過観
察中、Short　Fusionで軸椎下亜脱臼を認めたものは1
例であるが、今後も長期の経過観察が必要と思われ
る。
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セラミック対セラミックTHAの長期臨床例と
シミュレーター実験における摩耗パターンの比
較検討
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【目的】セラミック対セラミックTHAは1970年フ
ランスで初めて臨床応用され、以後ヨーロッパを中心
に広く使用されてきた。最近日本では破損の報告が相
次ぎ使用を控える傾向にあるが、世界的にはセラミッ
クの優れた耐摩耗性は人工股関節摺動面としてなお
高く評価されている。今回セラミック対セラミック
THAの長期臨床使用例とシミュレーターの結果とを
比較検討したので報告する。
【対象および方法】臨床例はいずれも無菌性の弛緩
により再置換されたセラミック対セラミックTHA3
例で、インプラント期間は17年～22年であった。抜去
の際ヘッドとカップはオリエンテーションのため
マーキングを行った。光学顕微鏡にて摩耗パターンを
マッピングし更に走査電子顕微鏡（SEM）にて観察
した。シミュレーター実験では28mm径アルミナ
ヘッドとアルミナライナーを用い、牛血清を潤滑液と
して20Mcまでの摩耗実験を行った。摩耗の進行程度
はSEMにて以下の5段階に分類した。　Grade　I；磨耗
所見なし、Grade　II；マシンマークの減少、　Grade　III；
マシンマークの消失、Grade　IV；表面グレインの部分
的脱落、Grade　V；表面グレインの完全脱落
【結果および考察】　臨床例ではいずれの症例も荷重
部にGrade　IVの楕円形の磨耗領域を認め、その周囲
にはGrade　Vのストライプ状の摩耗領域を認めた。一
方シミュレーター実験ではストライプ状の摩耗領域
は認めず、荷重軸を中心に正円形の摩耗領域を認め
た。摩耗程度はGrade　IVであった。20年以上の長期経
過例および20Mcシミュレーター実験に於いてアル
ミナセラミック摺動面の優れた耐摩耗性が証明され
たがneck－socket　impingementやmicro－separationは
セラミック摺動面の摩耗に大きく影響を与える事が
考えられ、摩耗量の評価やシミュレーター実験の際考
慮する必要がある。
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